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１ 高齢者の住まいの現状と住宅施策

宮城県土木部住宅課

（１）人口・世帯等の動向

① 高齢者人口の推移

② 高齢者世帯数の推移

③ 要支援・要介護者数の推移

④ 不慮の事故による死者数

⑤ 家庭内の事故死の割合
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⑥ 冬のお風呂の死亡事故

⑦ 冬の室温

⑧ 断熱改修等と健康



125,144 人 164,061 人 217,888 人 264,856 人 294,783 人 319,558 人 365,902 人 403,121 人 413,789 人 413,851 人 414,063 人 434,832 人

337,520 人

409,156 人

470,512 人

520,794 人

588,240 人

638,984 人 656,920 人667,978 人677,767 人
704,393 人714,923 人 710,599 人

14.5%
17.3%

19.9%
22.2%

25.2%
27.8% 29.3% 30.8% 32.3%

35.0%
37.2% 38.8%

5.4% 6.9%
9.2%

11.3% 12.6% 13.9%
16.3%

18.6% 19.7% 20.5% 21.5%
23.8%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27 R32
うち75歳以上 65歳以上 65歳以上人口割合 75歳以上人口割合

実績値 推計値
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高齢者人口は増加を続け、
R17には１／３が高齢者

資料：令和２年以前：国勢調査、令和７年以降：国立社会保障・人口問題研究所（令和５年推計）

（１）人口・世帯等の動向

①高齢者人口の推移
（宮城県）
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高齢者世帯数は増加を続け、
特に高齢単身・夫婦世帯が増加

12,152 世帯 18,178 世帯 26,560 世帯 37,779 世帯 50,323 世帯 63,203 世帯
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※3 65歳以上世帯員がいる世帯のうち高齢単身世帯と高齢夫婦世帯以外の世帯 ※4 一般世帯総数に占める高齢者世帯総数の割合

高齢単身世帯※１ 高齢夫婦世帯※２ その他の高齢者世帯※３ 高齢者世帯割合※４

資料：国勢調査

（１）人口・世帯等の動向

②高齢者世帯数の推移
（宮城県）



（１）人口・世帯等の動向
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１ 高齢者の住まいの現状と住宅施策

③要支援・要介護者数の推移
（宮城県）

要支援・要介護者は増加し，
今後１０年間で２万人が増加

資料：令和2年以前：介護保険事業状況報告、令和7年以降：「第9期みやぎ高齢者元気プラン」による推計
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16,050 人
3,573 人

1,755 人

933 人

41 人 609 人
931 人

348 人
271 人

2,427 人

家庭内 交通事故 居住施設 学校、公共施設など スポーツ施設など

街路など サービス施設など 建設現場など 農場 その他
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家庭内事故は交通事故より
多く、約4.5倍も

資料：令和５年度人口動態調査

（１）人口・世帯等の動向

④不慮の事故による死者数
（全国・場所別）



19.0%

48.7%

24.4%

5.5%
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転倒・転落 溺死及び溺水

窒息 煙、火及び火炎

熱及び高温物質との接触 有害物質による中毒など

（１）人口・世帯等の動向

宮城県土木部住宅課
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⑤家庭内の事故死の割合 家庭内事故は交通事故より
多く，約2.４倍も

溺死等のお風呂の事故が最多
次いで窒息や転倒・転落
溺死、転倒・転落の
約９割が高齢者
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資料：令和５年度人口動態調査
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⑥冬のお風呂の死亡事故 家庭内事故は交通事故より
多く，約2.４倍も

資料：厚生科学指定型研究 入浴関連事故研究班

入浴中の事故はヒートショック（急激な温
度変化が身体に与えるショック）等が原因
と考えられています。
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（１）人口・世帯等の動向
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⑥冬のお風呂の死亡事故 家庭内事故は交通事故より
多く，約2.４倍も

資料：厚生科学指定型研究 入浴関連事故研究班

入浴中の事故はヒートショック（急激な温
度変化が身体に与えるショック）等が原因
と考えられています。

14



（１）人口・世帯等の動向
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１ 高齢者の住まいの現状と住宅施策

⑦冬の室温 家庭内事故は交通事故より
多く，約2.４倍も

資料：WHO

冬季の室温を18度以上にすることが
ひとつの目安です。
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WHO（世界保健機関）が住宅と
健康について新しいガイドライン
を発表（H30.11）

健康への悪影響から居住者を守る
ため「冬季の室内温度は18度以上
（子どもと高齢者はさらに暖か
く）」と強く勧告



（１）人口・世帯等の動向
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⑦断熱改修等と健康 家庭内事故は交通事故より
多く，約2.４倍も

資料：国土交通省

居住者の血圧は、部屋間の温度差が
大きく、床近傍の室温が低い住宅で
有意に高い。
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得られつつある知見

高血圧予防の観点から、局所暖房（居間のみを暖める暖房）
は好ましくなく、住宅全体を適切に暖房する必要性が示唆さ
れた。
例えば、居間と寝室の室温を両方とも18℃に保つ場合に比べ
て、居間が18℃、寝室が10℃の場合では（部屋間温度差が大
きくなると）、起床時の最高血圧がさらに2mmHg高い。

起床時と就寝前の最高／最低血圧に対する室温
の影響を検証した。床上1mの室温が1℃低下し
た場合よりも、床近傍の室温が1℃低下した場
合の方が、血圧への影響が大きかった。



（１）人口・世帯等の動向

宮城県土木部住宅課

１ 高齢者の住まいの現状と住宅施策

⑧断熱改修等と健康 家庭内事故は交通事故より
多く，約2.４倍も

資料：国土交通省

就寝前の室温が低い住宅ほど、過活動
膀胱症状を有する人が有意に多い。
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得られつつある知見

断熱改修前の現状分析の結果、就寝前の室温が
12℃未満の低温の住宅では、18℃以上の温暖な
住宅と比較して、過活動膀胱症状を有する人の
割合が1.6倍だった。

断熱改修後に就寝前居間室温が上昇した
住宅では、過活動膀胱症状が有意に緩
和。

得られつつある知見

断熱改修後に、過活動膀胱症状は、就寝前室温
が上昇した住宅では0.5倍に抑制され、逆に室温
が低下した住宅では、1.8倍に上昇。



（１）人口・世帯等の動向

（２）住まいの状況

（３）住まいの意識

（４）宮城県高齢者居住安定確保計画
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（２）住まいの状況

① 住宅の所有関係

② 住宅の建築時期

③ バリアフリー化の状況

④ バリアフリー化水準の状況

１ 高齢者の住まいの現状と住宅施策

宮城県土木部住宅課 19



89.9%

63.6%

60.0%

3.9%

11.4%

3.9%

5.7%

24.3%

29.9%

0.5%

0.3%

2.5%

0.1%

0.5%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高齢夫婦世帯

(109,500世帯)

高齢単身世帯

(118,000世帯)

主世帯全体

(983,900世帯)

持ち家 公営・都市再生機構（UR）・公社の借家 民営借家 給与住宅 不詳

※高齢者単身世帯：家計を主に支える者の年齢が65歳以上の単身世帯
※高齢夫婦世帯 ：夫65歳以上、妻60歳以上の夫婦のみの世帯

１ 高齢者の住まいの現状と住宅施策
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高齢単身世帯では約6割
高齢夫婦世帯では約9割

資料：令和５年住宅・土地統計調査

そのうち・・・・・

（２）住まいの状況

①住宅の所有関係（宮城県）



12.6%
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2.9%
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19.0%
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10.0%
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14.0%

34.6%

3.5%

2.9%
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高齢者世帯

【木造】

※全体の75.3%
（275,300世帯）

高齢者世帯

【全体】

（365,400世帯）

高齢者世帯以外の世帯

【全体】

（574,900世帯）

昭和45年以前 昭和46年～昭和55年 昭和56年～平成2年 平成3年～平成12年 平成13年～平成22年 平成23年～令和5年9月 不詳

昭和55年以前

※高齢者世帯 ：家計を主に支える者の年齢が65歳以上の世帯
※高齢者世帯以外の世帯：家計を主に支える者の年齢が65歳未満の世帯

昭和55年以前 平成12年以前

１ 高齢者の住まいの現状
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高齢者世帯の住宅は昭和55年
以前に建てたものが多い

資料：令和５年住宅・土地統計調査

30.5%

35%

75.4%

（２）住まいの状況

②住宅の建築時期（宮城県）



67.4%

58.7%

20.9%

35.2%

35.1%

5.7%

12.5%

37.1%

2.2%

1.5%

32.6%

21.4%

26.1%

26.8%

17.0%

32.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

高齢者等のための設備がある（計）

手すりがある（計）

玄関

トイレ

浴室

脱衣所

廊下

階段

居住室

その他

またぎやすい高さの浴槽

浴室暖房乾燥機

廊下などが車いすで通行可能な幅

段差のない屋内

道路から玄関まで車いすで通行可能

高齢者等のための設備がない

高齢者のいる世帯 （うち持ち家） （うち借家）

（２）住まいの状況

宮城県土木部住宅課

１ 高齢者の住まいの現状と住宅施策

③バリアフリー化の状況 高齢者のいる世帯の住宅の３割
がバリアフリー化されていない

22

手
す
り
の
設
置
場
所

資料：令和５年住宅・土地統計調査
※高齢者のいる世帯：65歳以上の世帯員がいる世帯（総数 430,200世帯）



（２）住まいの状況

宮城県土木部住宅課

１ 高齢者の住まいの現状と住宅施策

④バリアフリー化水準の状況 バリアフリー化されていない
住宅は平成２年以前に多い

※ 一定のバリアフリー化：2箇所以上の手すり設置、または、段差のない屋内
※ 高度のバリアフリー化：2箇所以上の手すり設置、かつ、段差のない屋内、かつ、廊下などが車いすで通行可能な幅

23

32.3%
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39.0%
30.2%

20.5%

18.1%
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14.3%

19.3%

13.5%

18.8%

22.5%

25.1%

21.9%

9.3%

9.2%

34.8%

38.1%

18.9%

38.0%

24.3%

23.0%

34.1%

31.4%

34.1%

40.0%

41.1%

13.4%

13.8%

11.8%

13.3%

13.5%

14.2%

5.0%

4.5%

13.9%

30.2%

31.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高齢者のいる世帯（計）

（430,200世帯）

持ち家

（358,400世帯）

借家

（70,400世帯）

一戸建て

（336,200世帯）

長屋

（3,700世帯）

共同住宅

（89,500世帯）

昭和55年以前
（127,700世帯）

昭和56年～平成2年
（92,500世帯）

平成3年～平成12年
（85,900世帯）

平成13年～平成22年
（46,300世帯）

平成23年～令和5年9月
（66,200世帯）

高齢者等のための設備がない 何かしらの設備がある 一定のバリアフリー化 高度のバリアフリー化

資料：令和５年住宅・土地統計調査



（１）人口・世帯等の動向

（２）住まいの状況

（３）住まいの意識

（４）宮城県高齢者居住安定確保計画
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（３）住まいの意識

① 住宅の満足度（不満度）

② 居住環境の満足度（不満度）

③ 住み替えの意向

１ 高齢者の住まいの現状と住宅施策
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7.9%
7.5%

5.3%
5.7%

9.7%
5.3%

10.7%
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10.1%
3.8%
3.5%

8.2%
4.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

住宅及び居住環境の総合満足度

住宅の総合満足度

居住環境の総合満足度

住宅の広さや間取り

収納の多さ、使いやすさ

台所、トイレ、浴室などの使いやすさ、広さ

地震時の住宅の安全性

台風時の住宅の安全性

火災に対する安全性

住宅の防犯性

住宅のいたみの少なさ

住宅の維持管理のしやすさ

住宅の断熱性や気密性

冷暖房などの省エネルギー性

高齢者などへの配慮（段差がないなど）

換気性能（臭気や煙などが残らない）

居間など、主な居住室の採光

外部からの騒音、上下階や隣戸等の生活音などに対する遮音性

外部からのプライバシーの確保

住
宅
の
各
要
素
の
満
足
度

満足 まあ満足 多少不満 非常に不満 不明

（３）住まいの意識

宮城県土木部住宅課

１ 高齢者の住まいの現状と住宅施策

①住宅の満足度
（不満度）

住宅の老朽化やバリアフリー状況な
どに，不満を感じている

資料：平成30年住生活総合調査（宮城県）：「多少不満」と「非常に不満」の割合の合計が45%を超える要素

26



25.4%
28.7%

20.6%
9.5%

38.3%
17.7%

16.3%
27.4%

12.2%
19.4%

13.9%
20.8%
22.9%

14.1%
8.2%

6.5%
14.9%

12.3%
34.7%

55.3%
50.4%

52.6%
54.7%

37.7%
44.9%

67.7%
51.4%

52.2%
54.5%

56.2%
46.8%

41.5%
46.6%

61.8%
54.1%

57.8%
69.4%

42.8%

15.8%
16.7%

21.0%
29.7%

17.4%
30.1%

15.4%
17.0%

30.3%
23.6%

25.9%
24.7%

26.0%
30.6%

26.8%
33.6%

22.7%
14.8%

19.4%

3.5%
3.8%

5.0%
6.0%
6.3%
7.0%

0.6%
4.1%
5.3%

2.5%
4.0%

7.5%
9.3%
8.7%

3.2%
5.8%
4.2%
3.1%
3.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

住宅及び居住環境の総合満足度

住宅の総合満足度

居住環境の総合満足度

災害時の避難のしやすさ

水害・津波の受けにくさ

火災の延焼の防止

治安、犯罪発生の防止

騒音、大気汚染などの少なさ

まわりの道路の歩行時の安全性

公園や緑・水辺などの自然環境

まちなみ、景観

通勤、通学などの利便

日常の買い物などの利便

医療・福祉・文化施設などの利便

福祉、介護の生活支援サービスの状況

子どもの遊び場、子育て支援サービスの状況

親、子、親戚などの住宅との距離

近所の人たちやコミュニティとの関わり

敷地の広さや日当たり、風通しなどの空間のゆとり

居
住
環
境
の
各
要
素
の
満
足
度

満足 まあ満足 多少不満 非常に不満 不明

（３）住まいの意識

宮城県土木部住宅課

１ 高齢者の住まいの現状と住宅施策

②居住環境の満足度
（不満度）
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医療・福祉施設等の利便性、
子育て支援の状況に不満を感じている



10.0%

18.5%

11.7%

3.2%

6.7%

6.3%

5.3%

3.8%

77.9%

66.7%

73.8%

83.9%

86.7%

87.5%

84.2%

92.3%

11.5%

14.8%

14.5%

12.9%

6.6%

6.2%

5.3%

3.8%

0.6%

5.2%

0.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

宮城県

仙南圏

仙台都市圏

大崎圏

栗原圏

登米圏

石巻圏

気仙沼・本吉圏

できれば住み替えたい できれば住み続けたい わからない 不明

（３）住まいの意識

宮城県土木部住宅課

１ 高齢者の住まいの現状と住宅施策

③住み替えの意向 住み替えを考えていない
世帯が約7～8割
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（１）人口・世帯等の動向

（２）住まいの状況

（３）住まいの意識

（４）宮城県高齢者居住安定確保計画

１ 高齢者の住まいの現状と住宅施策

宮城県土木部住宅課 29



（４）宮城県高齢者居住安定確保計画

① 目標

② 基本方針

１ 高齢者の住まいの現状と住宅施策

宮城県土木部住宅課 30



（４）宮城県高齢者居住安定確保計画（第2期，令和6年3月改定）

宮城県土木部住宅課

１ 高齢者の住まいの現状と住宅施策

いつまでも自分らしく豊かな住生活を送れるよう，世代を問
わず県民一人ひとりが，加齢により身体機能が低下していくこ
となどを見据え，高齢期を迎える前の早い段階から将来の住ま
いのあり方を意識し，自らが望む暮らしの確保に取り組んでい
くことが大切

目標
住み慣れた住まいでいつまでも・状況に応じて住まいを選択

しながら 地域で支え合いながら，自分（わたし）らしい暮ら
しの実現

高齢者向け住まい・施設の供給目標
高齢者人口に対する高齢者向け住宅・施設 の割合：

令和5年度 2.2％ ⇒ 令和8年度 3.5％

※

※シルバーハウジング、サービス付き高齢者向け住宅の戸数及び有料老人ホーム等の定員の合計

①目標
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（４）宮城県高齢者居住安定確保計画（第2期，令和6年3月改定）

宮城県土木部住宅課

１ 高齢者の住まいの現状と住宅施策

基本方針１
高齢者が快適で安心して暮らせる住まいづくり
～住み慣れた住まいでいつまでも自分らしく～

基本方針２
高齢者の多様なニーズや状況に応じた住まいづくり
～状況に応じて住まいを選択しながら自分らしく～

基本方針３
高齢者が身近な地域で長く暮らせる環境づくり

～地域で支え合いながら自分らしく～

②基本方針
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